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資　　　　料

ソフトウェア一覧
(1996年8月31日現在)

九州大学大型計算機センターで利用できるソフトウェアを,便宜上以下のように分類する.
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数理計画法

グラフィックス

文書処理

サービスプログラムおよびユーティリティプログラム

応用プログラム

データベース

21 UXP,ワークステーション
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言語処理関係
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統計解析

数式処理

グラフィックス

文書処理

アプリケーション

シェノレ

エディタ

ネットワーク

メール.ニュース関連

データベース

その他

[注意事圃

●表中の参考文献欄にあるマニュアル番号は,広報資料『マニュアル一覧』の中の番号である.

他の参考文献は,それぞれ次のものを示す.

手引(ライブラリ)

手引(コマンド)

手引(JCL)

手引(ネットワーク)

手引(KITE)

手引　^manual

UXPguide
パソコン

『利用の手引・ライブラリ編』

『利用の手引　MSPコマンド編』

『利用の手引・バッチジョブ編』

『利用の手引・ネットワーク編』

『KITE利用の手引』

TSSのMANUAIJコマンドで該当手引を出力

『UXP/M for the Working Scientists』または『UXP講習会資料』
『パソコン端末講習会資料』

参考文献については, KOHOコマンドで最新版を確認されたい.

●表中の作成者(または提供者)の所属はソフトウェア登録時のものである.

・MSPのTSSコマンドについては, 『利用の手引　MSPコマンド編』を参照.

・ 『UXP/M for the Working Scientists』は,

/usr/local/doc/uxpguide.dvi (NTT JF^X format)にある・
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ll MSP

1 )言語処理関係
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2)数値計算

言語処理
プログラム名

作成者
又は提供者

参考文献 備　　　　　考

NUMPAC

NUMPAC/ VP

科学計算用

サブルーチン

ライブラリ

名古屋大

二宮　市三

秦野やす世

他

富士通

ニュース

344, 375, 413

文献1

名古屋大学大型計算機センターで開発・
収集した数値計算用サブルーチンパッケ

ヽヽヽ

-~s.

1994年5月付で富士通に移管.

ssl h

SSL H/ VP

科学計算用

サブルーチン

ライブラリ

富士通 マニュアル

M201. M202

ニュース

505, 533

富士通提供の数値計算サブルーチンライ
ブラリ.区分は以下の通り.
A.線形計算
B.国有値・固有ベクトル
C.非線形計算
D.極値問題
E.補間・近似
F.変換
G.数値微積分
臥微分・積分方程式
I.特殊関数
J.疑似乱数
SSLIIのVPは, VPの能力を最大限に
活かすアルゴリズムが用いられている.

3)統計解析
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SA

4)数理計画法
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5 ) Graphics
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JI

6)文書処理

Ms/m

KING / JEF

KUJN / JE

九州大学大型計算機センター広報
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7)サービスプログラムおよびユーティリティプログラム

i)データセット操作

-273-
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ii)結合・編集

iii)入出力

内

iv)変換

内 容

V)ネットワーク

内 容

九州大学大型計算機センター広報
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vi)その他

内 容
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8)応用プログラム

i)結晶構造解析

ii)分子軌道計算

rJ4ワL

L4N

iii)構造解析,音響解析

文

AA ST

rIl鳩Vi

九州大学大型計算機センター広報
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iv)その他
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9)データベース

i)データベース管理システム

プログラム名 内容 作成者

又は提供者

参考文献 備　　　　　考

推論機能を
もつ関係型の
データベース
管理システム

九州大

松尾　文碩

二村　祥一

高木　利久

広報14-2, 14-3
14-4, 15-1

実験・観測データをデ-タベース化する
のに通している.公用データベース
CXDB, GENEDBの管理システムとして
使われている.

高性能情報
検索システム

九州大

松尾　文碩

二村　祥一

篠原　　武

広報20-3 文字情報を扱う会話型の高性能情報検索
システム. INSPEC, JICST, RAMBOSデー

-夕べ-スの管理システムとして使われ
ている.

テキスト管理
システム

九州大
有川　節夫

篠原　　武

他

広報14-4,20-6 文献情報の蓄積・検索,論文の作成,
書類の整理など,書類・データの収集

加工等研究者の日常的な活動を支援.
公用データベース,トーマス・マンファ
イル,昆虫学データベース,ゲ-テファ
イルの管理システムとして使われている

ii)データベース
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データベース名 格納・サービス情報の内容
(遡及検索可能な期間)

データ量 利用形態 参考文献

日本語単語辞書 自立語,付属語,接続語テーブル 単語数
約92,000語

見出し語数
約197,　語

サブルーチン
呼出し

広報16-4

トーマス・マン

ファイル

フィッシャー版　トーマス・マン

全集・全13巻のテキスト
ll,410頁
約40万行

TSS　による

オンライン検索
SIGMAコマンド

広報16-4,18-2
20-6

GENEDB ・ヌクレオチド配列データ
・蛋白質配列データ

塩基配列

(EMBL)

22, 938件
( GenBank )

21, 248件
アミノ酸配列

(NBRF)

5, 980件

TSSによる

オンライン検索
GENASコマンド

Tsunoコマンド

MSGコマンド

広報16-5,18-6
ニュース　428

KhVjI'.Mq
分子生物科学関係英文二次文献

(1983年以降)
5,381件 TSS　による

オンライン検索

AIRコマンド

広報18-6
ニュース　333

見R3a
R5&5
データベース

・昆虫雑誌「MUSHI」からの分類
・雑誌名「ESAKIA」

九州大学農学部昆虫学論文集
・「AKITU」(京都昆虫学会会報)

・「TMU」(Tokyo Metropolitan Univ.

Bulletin of Natural History)

約69,000件 TSS　による

オンライン検索

SIGMAコマンド

広報20-6
ニュ-ス

520,531

ゲーテファイル ハンブルク版ゲーテ全集・全14巻
ワイマル版ゲーテ全集書簡集
全50巻のテキスト

ワイマル版

約15,900真
ハンブルク版

約6,800頁

TSS　による

オンライン検索
SIGMAコマンド

-279-
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2] Uxp,ワークステーション

1 )言語処理関係

九州大学大型計算棟センター広報
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2)数値計算

言吉吾処理

プログラム名

作成者
又は提供者

参考文献 備　　　　　考

m90rand 乱数

ジェネレータ

九州大
杉田　洋

広報)-2
ニュース　539

高精度の乱数を生成.

脳仔独C

NUMPAC/ VP

科学計算用

サブルーチン

ライブラリ

名古屋大
二宮　市三

秦野やす世
他

富士通

文献1
手引(manual)
UXPguide

名古屋大学大型計算機センターで開発
収集した数値計算用サブルーチン
パッケージ.
1994年5月付で富士通へ移管.

SSL II

SSL ll/ lq)

科学計算用
サブルーチン

ライブラリ

富士通 ニュース　505,533

マニュアル

M201. M202

UXPguide

富士通提供の数値計算サブルーチンライ
ブラリ.区分は以下の通り.
A.線形計算
B.固有値固有ベクトル
C.非線形計算
D.極値問題
E.補間・近似t
F.変換
G.数値微積分
臥微分・積分方程式
I.特殊関数
J.疑似乱数

ssl n /VP　は, VPの能力を最大限に
活かすアルゴリズムが用いられている.

3)統計解析

SA

-281-
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4)数式処理

M

Mi

5 ) Gれ砂hies
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6)文書処理

7)アプリケーション

-283-
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8) Shell

9)エディタ

九州大学大型計算桟センター広報
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1 0)ネットワーク

・til '.

1 1)メール,ニュース関連

-285-
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文

12)データベース

ⅣE

fM
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1 3)その他

-287-
九州大学大型計算機センター広報

Vol.29 No. 3 1996



資　　　　料

逮

1.ライブラリー・プログラム利用の手引(数値計算編;NUMPAC)名古屋大学大型計算機センター,1990.

2. Dixon, W.j., ed.:BMDP Statistical Software, University of California Press, 1983.

3. SAS Language Reference Version 6, SAS Institute Inc.

4. SAS Procesure Guide, Version 6, SAS Institute Inc.

5. SAS/GRAPH Software Reference, Version 6, SAS Institute Inc.

6. SAS/STAT User's Guide Version 6, SAS Institute Inc.

7. SAS/IML Software Reference, Version 6, SAS Institute Inc.

8. SAS/ETS User's Guide Version 6, SAS Institute Inc.

UNIX版SASシステム:ガイドブックVersion 6 First Edition, SAS Institute Inc.

UNIX版SASシステム:使用の手引Version 6 First Edition. SAS Institute Inc.

ll.三毛山本:新版SPSS-X II解析編,東洋経済新報社1986.
12. SPSS-X USER'S GUIDE 2nd edition, SPSS Inc., 1986.

13. SPSS-X USER'S CODE, SPSS Inc., 1985.

14. SPSS-X BASICS, SPSS Inc., 1984.

15. SPSS-X INTRODUCTORY STATISTICS GUIDE, SPSS Inc., 1983.

16. CAI-COMP PLOTTERプログラミングテキスト

17. CALCOMPサブルーチン・パッケージファンクショナル・ソフトウェア

18.森正武:曲線と曲面,シリーズ新しい応用の数学5,教育出晩1974.

19・ソニーテクトロニクスPLOTIO/IGLプライマリ・コマンド・セット

20.ソニーテクトロニクスPLOTIO/IGLパネル・エミュレーション・サポート

21. Tektronix PLOTIO Interactive Graphics Library User's Manual
22. Tektronix PLOTIO Preview Routines User、s Manual

23. SPIDER-II User's Manual.協同システム開発株式会社,情報処理振興事業協会. 1986.

24. SPIDER-II実験例亀協同システム開発株式全株情報処理振興事業協会1986.

25.利用の手引PROPATH熱物性値プログラムパッケージ第9.1版.プロバスグループ. 1995.

26. B.Stroustrup, "The C++ Programming Language". Addison-Wesley. 1986.

27. Yuasa, T. and Higiya, M.:Kyoto Common Lisp Report.帝国印刷(秩). 1985.

28. Timothy Budd:A Little S血alltalk. Addison-Wesley.

邦訳:吉田雄二監修/長谷川明生・太田義勝訳:Little Smalltalk入門.アスキー(秩) .

29. Becker, R.A and Chambers. J.M and Wilks, R.A:The New S Language:A Programming

Environment for Data Analysis and Graphics, Wadsworth. 1988.

30. Becker, R.A and Chambers, J.M., Extending the S System, Wadsworth, 1984.

31. Becker, R.A and Chambers, J.M., Design of the S System for Data Analysis, CACM, 27, 1984.

32. S.Wolfram:Mathematica:A System for Doing Mathematics by Computer, Second Edition,

Addison-Wesley, 1991.

33.荻野達也UTSにおけるプロッタライブラリの使い方,京都大学大型計算機センター広軌Vol.23,

No.l,1990.

34. MARC User's Manual A-E:日本マーク株式会社1994.

35. MENTAT II USER'S GUIDE:日本マーク株式会社1994.

36. Gaussian88 User's Guide and Programmer's Reference:Gaussian INC., 1988.′

37. Gaussian94 User's Reference, Gaussian, Inc., 1995.

38. Gaussian94 Programmer's Reference, Gaussian, Inc., 1995.

39. L.Lamport:A Document Preparation System Mb?」, Addision-Wesley, 1986.
40. B.W.チャー他著,サイバネットシステム株式会社訳:

「はじめてのMapleV」シュプリンガ- ・フェアラーク東京株式会社

41. B.W.チャー他著,サイバネットシステム株式会社訳:

「よくわかるMapleVJシュプリンガ- ・フェアラーク東京株式会社
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